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■学び直しからはじめる「現代の国語」 

 現代の国語の授業では、学習習慣の定着を目的に、毎週

漢字の小テストを実施しています。漢字検定に準拠した副

教材を使用し、５級レベル（小学校６年生修了程度）から

学習をスタートしました。 

 学習を続ける中で、生徒それぞれが自分に合った勉強方

法を見つけ始め、最初は思うように点数が伸びなかった生

徒も、徐々に成果が表れてきています。書字には得意・不

得意があり、すぐに習得できるものではありませんが、根

気強く取り組むことで確実に力がついていきます。今後も

継続的な指導を行い、学力の向上を支えていきます。 

  

■「アウトプット」の重視 

 本校では、教育活動全体をとおして「アウトプット」する力を重視しています。そのため、

現代の国語の授業では、毎回の授業後に「振り返りシート」を記入しています。授業で学んだ

ことや理解が不十分だった点を具体的に言語化するよう指導し、自分の思考や感情を整理して

他者へ伝える力を育成しています。こうした習慣を積み重ねることで、主体的に学びを深め、

表現する力を伸ばしてほしいと考えています。 

 また、この振り返りシートはあえて手書きの形式にしています。ICT 教育が進む現代におい

ても、文字を書く機会が完全になくなることはありません。国語の授業では、手を動かして

「書く」ことそのものに大きな価値があると考えています。書くことで思考を整理する習慣を

身に付けることは、表現力の向上だけでなく、学習内容の確かな定着にもつながっています。 

 


